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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の図柄の変動表示が可能な図柄表示装置を備え、図柄始動条件が成立すると前記図
柄表示装置に複数の図柄が変動表示され、その後に停止される複数の図柄の表示態様によ
って遊技者に特典付与の可否を認識させる遊技機であって、
　前記複数の図柄の変動表示においてリーチ態様を導出するか否かを判定するリーチ態様
判定手段と、
　該リーチ態様判定手段が前記リーチ態様を導出する旨を判定したとき、前記特典付与の
可否に基づいて、前記リーチ態様を導出した後に前記特典付与に対する期待度を告知する
複数種類のリーチ演出から、いずれかのリーチ演出を決定するリーチ演出決定手段と、
　前記リーチ態様判定手段の判定結果及び前記リーチ演出決定手段の決定結果に基づいて
、前記リーチ態様の導出タイミングよりも前に所定の予告演出を実行するか否かを決定す
る予告演出決定手段と、
　少なくとも前記複数の図柄の変動表示、前記リーチ演出及び前記予告演出が含まれた前
記特典付与の可否に関わる情報を前記図柄表示装置に表示制御する情報表示制御手段と、
　該情報表示制御手段による情報が表示される全域が視認困難又は視認不可能となるよう
に前記図柄表示装置に表示される情報を所定時間、隠滅制御する表示隠滅制御手段と、を
備え、
　前記情報表示制御手段は、
　前記予告演出決定手段が前記予告演出を実行しない旨を決定したとき、前記表示隠滅制
御手段により前記図柄表示装置に表示される情報を隠滅し、所定時間経過後に当該情報の
隠滅を終了するように前記図柄表示装置を表示制御する非予告演出時表示制御手段と、
　前記予告演出決定手段が前記予告演出を実行する旨を決定したとき、前記表示隠滅制御
手段により前記図柄表示装置に表示される情報を隠滅した後、当該情報を隠滅した期間に
前記予告演出を実行することで、前記図柄表示装置に表示される情報が一時的に視認可能
となるように前記図柄表示装置を表示制御する予告演出時表示制御手段と、を含むことを
特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記情報表示制御手段は、前記予告演出の実行に基づき、前記リーチ態様を形成する図
柄が各々停止するタイミングで、前記図柄表示装置に表示された情報のうち少なくとも停
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止した図柄が視認可能となるように前記図柄表示装置を表示制御することを特徴とする請
求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　複数の図柄の変動表示が可能な図柄表示装置を備え、図柄始動条件が成立すると前記図
柄表示装置に複数の図柄が変動表示され、その後に停止される複数の図柄の表示態様によ
って遊技者に特典付与の可否を認識させる遊技機であって、
　遊技の進行を制御する主制御手段と、
　少なくとも前記図柄表示装置を制御する周辺制御手段と、を備え、
　前記主制御手段は、
　前記複数の図柄の変動表示においてリーチ態様を導出するか否かを判定するリーチ態様
判定手段と、
　該リーチ態様判定手段が前記リーチ態様を導出する旨を判定したとき、前記特典付与の
可否に基づいて、前記リーチ態様を導出した後に前記特典付与に対する期待度を告知する
複数種類のリーチ演出から、いずれかのリーチ演出を決定するリーチ演出決定手段と、
　前記リーチ態様判定手段の判定結果及び前記リーチ演出決定手段の決定結果に関するコ
マンド信号を前記周辺制御手段に送信するコマンド信号送信手段と、を備え、
　前記周辺制御手段は、
　前記コマンド信号送信手段により送信されたコマンド信号に基づいて、前記リーチ態様
の導出タイミングよりも前に所定の予告演出を実行するか否かを決定する予告演出決定手
段と、
　少なくとも前記複数の図柄の変動表示、前記リーチ演出及び前記予告演出が含まれた前
記特典付与の可否に関わる情報を前記図柄表示装置に表示制御する情報表示制御手段と、
　該情報表示制御手段による情報が表示される全域が視認困難又は視認不可能となるよう
に前記図柄表示装置に表示される情報を所定時間、隠滅制御する表示隠滅制御手段と、を
備え、
　前記情報表示制御手段は、
　前記予告演出決定手段が前記予告演出を実行しない旨を決定したとき、前記表示隠滅制
御手段により前記図柄表示装置に表示される情報を隠滅し、所定時間経過後に当該情報の
隠滅を終了するように前記図柄表示装置を表示制御する非予告演出時表示制御手段と、
　前記予告演出決定手段が前記予告演出を実行する旨を決定したとき、前記表示隠滅制御
手段により前記図柄表示装置に表示される情報を隠滅した後、当該情報を隠滅した期間に
前記予告演出を実行することで、前記図柄表示装置に表示される情報が一時的に視認可能
となるように前記図柄表示装置を表示制御する予告演出時表示制御手段と、を含むことを
特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、複数の図柄の変動表示が可能な図柄表示装置を備え、図柄始動条件が成立す
ると前記図柄表示装置に複数の図柄が変動表示され、その後に停止される複数の図柄の表
示態様によって遊技者に特典付与の可否を認識させる遊技機に関するものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するために、請求項１に係る発明においては、複数の図柄（例えば、左
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・中・右の装飾図柄８０ａ～８０ｃ）の変動表示が可能な図柄表示装置（例えば、液晶表
示器４２）を備え、図柄始動条件（例えば、始動入賞口４５又は電動始動入賞口４６への
入賞）が成立すると前記図柄表示装置に複数の図柄が変動表示され、その後に停止される
複数の図柄の表示態様によって遊技者に特典付与（例えば、大当り遊技）の可否を認識さ
せる遊技機（例えば、パチンコ機１）であって、前記複数の図柄の変動表示においてリー
チ態様を導出するか否かを判定するリーチ態様判定手段（例えば、変動表示パターン設定
処理のＳ４１で大当りとするか、Ｓ４４ではずれであってもリーチとするか否かを判定す
る制御）と、該リーチ態様判定手段が前記リーチ態様を導出する旨を判定したとき、前記
特典付与の可否に基づいて、前記リーチ態様を導出した後に前記特典付与に対する期待度
（例えば、大当り信頼度）を告知する複数種類のリーチ演出（例えば、ノーマルリーチ演
出、スーパーリーチ演出及びスーパーリーチ発展演出）から、いずれかのリーチ演出を決
定するリーチ演出決定手段（例えば、変動表示パターン設定処理のＳ４３で大当り時変動
表示パターンテーブル、リーチ時変動表示パターンテーブル又ははずれ時変動表示パター
ンテーブルを用いて、変動番号３～３５の変動表示パターンのうちいずれかの変動表示パ
ターンに決定する制御）と、前記リーチ態様判定手段の判定結果及び前記リーチ演出決定
手段の決定結果に基づいて、前記リーチ態様の導出タイミングよりも前に所定の予告演出
（例えば、稲妻フラッシュ予告）を実行するか否かを決定する予告演出決定手段（例えば
、予告選択処理のステップＳ１２５で昼背景用稲妻予告パターンテーブル又は夜背景用稲
妻予告パターンテーブルを用いて、演出番号１～６の稲妻予告パターンから演出番号４，
５の稲妻予告パターンに決定するか否かの制御）と、少なくとも前記複数の図柄の変動表
示、前記リーチ演出及び前記予告演出が含まれた前記特典付与の可否に関わる情報（例え
ば、左・中・右の装飾図柄８０ａ～８０ｃの変動表示やキャラクタ７０等）を前記図柄表
示装置に表示制御する情報表示制御手段（例えば、変動表示パターンに基づいて左・中・
右の装飾図柄８０ａ～８０ｃの変動表示やリーチ演出を液晶表示器４２に表示する制御や
、稲妻予告パターンに基づいて予告演出を液晶表示器４２に表示する制御）と、該情報表
示制御手段による情報が表示される全域が視認困難又は視認不可能となるように前記図柄
表示装置に表示される情報を所定時間（例えば、１～２秒）、隠滅制御する表示隠滅制御
手段（例えば、演出番号１～６の稲妻予告パターンに基づくブラックアウト演出として暗
転画像８３を液晶表示器４２に表示する制御）と、を備え、前記情報表示制御手段は、前
記予告演出決定手段が前記予告演出を実行しない旨を決定したとき、前記表示隠滅制御手
段により前記図柄表示装置に表示される情報を隠滅し、所定時間経過後に当該情報の隠滅
を終了するように前記図柄表示装置を表示制御する非予告演出時表示制御手段（例えば、
演出番号１，２の稲妻予告パターンに基づくブラックアウトガセ演出として暗転画像８３
を液晶表示器４２に表示する制御）と、前記予告演出決定手段が前記予告演出を実行する
旨を決定したとき、前記表示隠滅制御手段により前記図柄表示装置に表示される情報を隠
滅した後、当該情報を隠滅した期間に前記予告演出を実行することで、前記図柄表示装置
に表示される情報が一時的に視認可能となるように前記図柄表示装置を表示制御する予告
演出時表示制御手段（例えば、演出番号４，５の稲妻予告パターンに基づいて演出ランプ
４４を点滅すると共に、暗転画像８３に稲妻（雷）を走らせる稲妻フラッシュ予告が行わ
れることにより、稲妻８７に照らされることで、左の装飾図柄８０ａ又は左・右の装飾図
柄８０ａ，８０ｃが浮かび上がるように停止表示される制御）と、を含むことを特徴とす
る。
　また、請求項２に係る発明においては、前記情報表示制御手段は、前記予告演出の実行
に基づき、前記リーチ態様を形成する図柄が各々停止するタイミングで、前記図柄表示装
置に表示された情報のうち少なくとも停止した図柄が視認可能となるように前記図柄表示
装置を表示制御（例えば、稲妻８７に照らされることで、左の装飾図柄８０ａ又は左・右
の装飾図柄８０ａ，８０ｃが暗転画像８３に浮かび上がるように停止表示される制御。図
２３（Ｃ）及び図２４（Ｅ）参照）することを特徴とする。
　また、請求項３に係る発明においては、複数の図柄（例えば、左・中・右の装飾図柄８
０ａ～８０ｃ）の変動表示が可能な図柄表示装置（例えば、液晶表示器４２）を備え、図



(4) JP 2006-122265 A5 2009.11.5

柄始動条件（例えば、始動入賞口４５又は電動始動入賞口４６への入賞）が成立すると前
記図柄表示装置に複数の図柄が変動表示され、その後に停止される複数の図柄の表示態様
によって遊技者に特典付与（例えば、大当り遊技）の可否を認識させる遊技機（例えば、
パチンコ機１）であって、遊技の進行を制御する主制御手段（例えば、主制御基板１０１
）と、少なくとも前記図柄表示装置を制御する周辺制御手段（例えば、サブ統合基板１１
１）と、を備え、前記主制御手段は、前記複数の図柄の変動表示においてリーチ態様を導
出するか否かを判定するリーチ態様判定手段（例えば、変動表示パターン設定処理のＳ４
１で大当りとするか、Ｓ４４ではずれであってもリーチとするか否かを判定する制御）と
、該リーチ態様判定手段が前記リーチ態様を導出する旨を判定したとき、前記特典付与の
可否に基づいて、前記リーチ態様を導出した後に前記特典付与に対する期待度（例えば、
大当り信頼度）を告知する複数種類のリーチ演出（例えば、ノーマルリーチ演出、スーパ
ーリーチ演出及びスーパーリーチ発展演出）から、いずれかのリーチ演出を決定するリー
チ演出決定手段（例えば、変動表示パターン設定処理のＳ４３で大当り時変動表示パター
ンテーブル、リーチ時変動表示パターンテーブル又ははずれ時変動表示パターンテーブル
を用いて、変動番号３～３５の変動表示パターンのうちいずれかの変動表示パターンに決
定する制御）と、前記リーチ態様判定手段の判定結果及び前記リーチ演出決定手段の決定
結果に関するコマンド信号を前記周辺制御手段に送信するコマンド信号送信手段（例えば
、情報出力処理で特別図柄及び装飾図柄の変動表示に係る各種情報をサブ統合基板１１１
に出力する制御）と、を備え、前記周辺制御手段は、前記コマンド信号送信手段により送
信されたコマンド信号に基づいて、前記リーチ態様の導出タイミングよりも前に所定の予
告演出（例えば、稲妻フラッシュ予告）を実行するか否かを決定する予告演出決定手段（
例えば、予告選択処理のステップＳ１２５で昼背景用稲妻予告パターンテーブル又は夜背
景用稲妻予告パターンテーブルを用いて、演出番号１～６の稲妻予告パターンから演出番
号４，５の稲妻予告パターンに決定するか否かの制御）と、少なくとも前記複数の図柄の
変動表示、前記リーチ演出及び前記予告演出が含まれた前記特典付与の可否に関わる情報
（例えば、左・中・右の装飾図柄８０ａ～８０ｃの変動表示やキャラクタ７０等）を前記
図柄表示装置に表示制御する情報表示制御手段（例えば、変動表示パターンに基づいて左
・中・右の装飾図柄８０ａ～８０ｃの変動表示やリーチ演出を液晶表示器４２に表示する
制御や、稲妻予告パターンに基づいて予告演出を液晶表示器４２に表示する制御）と、該
情報表示制御手段による情報が表示される全域が視認困難又は視認不可能となるように前
記図柄表示装置に表示される情報を所定時間（例えば、１～２秒）、隠滅制御する表示隠
滅制御手段（例えば、演出番号１～６の稲妻予告パターンに基づくブラックアウト演出と
して暗転画像８３を液晶表示器４２に表示する制御）と、を備え、前記情報表示制御手段
は、前記予告演出決定手段が前記予告演出を実行しない旨を決定したとき、前記表示隠滅
制御手段により前記図柄表示装置に表示される情報を隠滅し、所定時間経過後に当該情報
の隠滅を終了するように前記図柄表示装置を表示制御する非予告演出時表示制御手段（例
えば、演出番号１，２の稲妻予告パターンに基づくブラックアウトガセ演出として暗転画
像８３を液晶表示器４２に表示する制御）と、前記予告演出決定手段が前記予告演出を実
行する旨を決定したとき、前記表示隠滅制御手段により前記図柄表示装置に表示される情
報を隠滅した後、当該情報を隠滅した期間に前記予告演出を実行することで、前記図柄表
示装置に表示される情報が一時的に視認可能となるように前記図柄表示装置を表示制御す
る予告演出時表示制御手段（例えば、演出番号４，５の稲妻予告パターンに基づいて演出
ランプ４４を点滅すると共に、暗転画像８３に稲妻（雷）を走らせる稲妻フラッシュ予告
が行われることにより、稲妻８７に照らされることで、左の装飾図柄８０ａ又は左・右の
装飾図柄８０ａ，８０ｃが浮かび上がるように停止表示される制御）と、を含むことを特
徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００７】
　請求項１に係る発明においては、特典付与（例えば、大当り遊技や確率変動等）の可否
に関わる情報が表示される全域が、表示隠滅制御手段により視認困難又は視認不可能とな
るように所定時間、隠滅制御されることにより、遊技者が複数の図柄の変動表示に注目す
ることができなくなり、図柄表示装置に表示される複数の図柄の変動表示以外の予告演出
を意識させることができる。従って、複数の図柄の変動表示以外の予告演出を意識させる
ことで、遊技者が長時間、遊技を行ったとしても遊技が単調となることがなく、遊技の興
趣の低下を抑制することができる。また、予告演出決定手段が予告演出を実行する旨を決
定したときだけでなく、予告演出を実行しない旨を決定したときにも、表示隠滅制御手段
により図柄表示装置に表示される情報を隠滅することにより、図柄表示装置に表示される
情報を隠滅した後に予告演出が実行されるとは限らず、図柄表示装置に表示される情報を
隠滅した後も図柄表示装置に注目させることができる。
　また、請求項２に係る発明においては、予告演出の実行に基づき、リーチ態様を形成す
る図柄が各々停止するタイミングで、表示領域に表示された情報のうち少なくとも停止し
た図柄が視認可能となるように表示領域を表示制御することにより、予告演出が図柄表示
装置に表示される情報の隠滅ならではの演出であり、通常のリーチ態様の形成時には表示
されることのない予告演出に注目させることができる。
　また、請求項３に係る発明においては、コマンド信号送信手段により送信されたコマン
ド信号に基づいて、リーチ態様の導出タイミングよりも前に所定の予告演出を実行するか
否かを決定することができる。また、特典付与（例えば、大当り遊技や確率変動等）の可
否に関わる情報が表示される全域が、表示隠滅制御手段により視認困難又は視認不可能と
なるように所定時間、隠滅制御されることにより、遊技者が複数の図柄の変動表示に注目
することができなくなり、図柄表示装置に表示される複数の図柄の変動表示以外の予告演
出を意識させることができる。従って、複数の図柄の変動表示以外の予告演出を意識させ
ることで、遊技者が長時間、遊技を行ったとしても遊技が単調となることがなく、遊技の
興趣の低下を抑制することができる。また、予告演出決定手段が予告演出を実行する旨を
決定したときだけでなく、予告演出を実行しない旨を決定したときにも、表示隠滅制御手
段により図柄表示装置に表示される情報を隠滅することにより、図柄表示装置に表示され
る情報を隠滅した後に予告演出が実行されるとは限らず、図柄表示装置に表示される情報
を隠滅した後も図柄表示装置に注目させることができる。
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